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様式１ 訓練課題シート
導　入　訓　練

10 　　　　介護サービス
実施期間平成     年　　　月　　　日（　）から

平成     年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　体育 課題名 　　　補完体操・体力向上のための運動

　　　　　時間数（時限）
担当指導員  講師名

　∇訓練内容

毎週の定例の体育ではチームワークや協調性を主体とした種目を行います。
　　　　　　さらに一日身体を動かすための準備体操とストレッチングを、毎朝行います。
　　　　　また腰痛予防など、介護上起こりうる身体的な負担を軽減するため、
基礎体力をつける意味からそれぞれの体力に応じた補完体操を

　　 個々のプログラムに従って行います。

　∇訓練目標

♪　自分の現在の体力を知り、プログラムメニューを良く理解し、
　　　目標を立てながら体力の向上をはかりましょう。

♪　介護の仕事で起こると思われる身体的・精神的な障害について理解を
　　　深め、効果的な疲労やストレスの解消法を学びましょう。

♪　余裕が出来たら、他の人の動きを観察して、正しく出来ているかどうか
　　判断し、指導できるようにしましょう。

♪　デイサービスセンターなどで行われているリズム体操などの指導が出来る
　　ように、いくつかの種類を覚えましょう。

　∇準備するもの

　　　ﾋﾞﾃﾞｵデッキ・テープ
　　　体操器具（ダンベル等）

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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訓練課題

車椅子操作・移乗

様式１ 訓練課題シート
前期　訓　練

　　　　介護サービス
実施期間平成     年　　　月　　　日（　）から

平成     年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　介護技能実習 課題名 　　　　　　　車　椅　子　操　作

　　　　　時間数（時限）
担当指導員  講師名 　　 　　　先生

　∇訓練内容

介護機器の中でも代表的な車椅子の取り扱いを学びます。
介護の作業の中では使用する機会の多い器具であるため、
安全に、かつ安心して移動できるように、操作方法をしっかりと身につけましょう。
♪　車椅子の各部の名称と操作方法を覚える。
♪　安全に車椅子を押すための注意･配慮点を身につける。
♪　様々な場面での操作を通じ、対応方法を学ぶ。

　∇訓練目標

♪ 車椅子の各部の名称・操作方法・メンテナンスを覚える。

♪ 声かけや危険回避のための注意点を覚える。

♪ 段差の越え方を覚える。

♪ 野外・市街地などでの操作方法の違いに対応できるようになる。

　∇準備するもの

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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☆ 介護技能の中でも特に使用頻度の高い、車椅子の操作方法と各部の名称についてこれ

まで学んできた事を再度確認し、確実に出来るようにする。

【 】復 習

☆車椅子への移乗の際の注意

声かけ 介助者の位置 介助の度合い→

タイミングなど

☆車椅子走行上の注意

段差の越え方→

ティッピングレバーの踏み方

走行速度など

☆麻痺がある場合

片麻痺で自走してみるなど、被介護者の側の体験も多くさせ、介護される立場の気持ちを推測できる

場面をつくる

☆配慮事項の確認

タイヤの空気圧、ブレーキのきき具合など機器のメンテナンス。

移乗の際の車椅子の位置、座る姿勢の修正、車輪に巻き込まれないように手を収めるなど。
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☆環境変化への対応

施設内のフラットな床から屋外の起伏や段差、アスファルトや砂地などの路面の変化による車椅子操

作の状態を体験する。

･･･ 市街地実習 ･･･

、 、 、 、在宅介護での買い物介助等を想定し 訓練施設周辺の市街地に出て 歩道や駅 買い物

食事などの場面を想定し、どんなところに不便さがあるのか、車椅子を押す際の注意点、

安全への配慮など、様々な状況における対応の仕方を体験させる。

あらかじめ訓練施設内では相当の時間訓練した上で実施したが、場面が変わるとそれまで習得したこ

とが全く出来なくなるなど、応用力や即応性に問題のあるケースがかなり発見される。

横断歩道では、信号が変わる時間を気にして焦ってしまい段差を越えられないとか、用心しすぎて車

椅子を押すスピードが遅すぎる、一生懸命押すことばかりに気持ちが行って、歩行者や自転車などが目

それぞに入らない、周囲の状況が見えないなど、問題点が次々と出てきた。その都度、忘れないうちに

、出来ない原因や対応のしかたなどを指導する。出かける際は時間的には十分余裕を持れの状況の中で

って計画しておく。予想以上に時間がかかると思われる。

☆歩道の路面の材質（点字ブロック等 、傾斜の影響がどの程度あるか。落ち葉や小石の影響がどれく）

らいあるか。自分で漕いだ場合、介助する場合とさせる場合を比較して、振動の具合どのような点が、

どれくらい違うのかを自身の体を通して体験して知る。
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☆スロープの上り方、降り方。傾斜角度によって、特に下るとき前向きでも良いのか、

後ろ向きが良いのか、自身でも車椅子に乗って怖さの程度を確認してみる。

← ↑商店街 歩道橋を渡る

コンビニエンスストア内↓

↓

☆商店街やお店の中、駅周辺や構内など人ごみの中にも入るなど、混雑状況の中での動

き方をどのようにすれば良いか体験する。

☆交差点や十字路の横断の際、段差や斜面の角度による影響、自動車や、自転車、歩行

者に対する気配りの仕方など、また、とっさの事態への判断、対応がどれくらい出来るか

など、 。自分がどの程度出来ているかをよく自覚させる。

駅構内エレベーター 駅前通横断歩道
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訓練課題

リネン作業・おしぼり配布

様式１ 訓練課題シート

　　　　介護サービス

実施期間平成     年　　　月　　　日（　）から
平成     年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　K２　介護技能基礎 1 課題名 　　　　　リ  ネ  ン

　　　　　時間数（時限） 　　　　おしぼり配布
担当指導員  講師名

　∇訓練内容

おしぼりの準備から配布、回収、洗濯・乾燥までの一連の流れを理解し
配布の際の正しい挨拶や態度についても身につけます。

　∇訓練目標

♪　おしぼり巻きの方法を身につけ、能率よく出来るようにしましょう。

♪　配布するルートと職員の名前を覚えましょう。

♪　配布した数と回収した数の確認が出来るようにしましょう。

♪　衛生面には特に気をつけましょう。

　∇準備するもの

おしぼり トング
トレイ おしぼりトレイ
ワゴン
保温ボックス

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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特別養護老人ホームでの仕事に、おしぼりを準備

したり配布する作業は比較的多い。

そこでおしぼりのたたみ方や整理の仕方、準備の

手順などのリネン作業、洗濯や乾燥等の技能面の訓

練に加えて、配布の際の挨拶、言葉遣い、態度など

社会生活、ビジネスマナーの面での指導の要素も兼

ねており、継続的に行ってきた。

朝、訓練が始まる前か前日に必要な本数のおしぼ

り巻きを行っておき、ホットボックスに入れる。

１～２時間程度かかるため、その間は他の訓練を

実施している。

おしぼりが温まった時点で所長を始め管理職、事

務職員の協力を得て午前中各テーブルに配布して廻

り午後に回収する。回収したおしぼりは、洗濯して

乾燥、たたみまで行う一連の作業である。

おしぼり配りを始めた頃は３名一緒に廻りそれぞ

れ交代しながら行ってきた。緊張して言葉が出ない、

あるいは配布順が覚えられないとか、机の上が書類

で埋まっており、置く場所がわからないといった些

細なことで出来なくなってしまうなど、対人面での

それぞれの特性が現れて、訓練を進める上で参考に

なる点が多々あった。訓練が進むにつれて一人ずつ

交代で配らせ、自立心を持たせるようにした。

また、日々訓練する中で対人面の向上具合が見え

てきて、とても有効な訓練であったと言える。

作業にかかった時間を計ることで作業能率の意識

を持たせ、一連の流れにおける作業の段取りや、先

を考えた動きが出来るかどうか、定型的な作業の中

に職員との対応面で突発的な対応が必要な場面を作

り、変化に慣れさせるなどの訓練効果を狙った。

おしぼり配布手順指示書により配布の順序と本数

の確認と職員の名前と顔を覚える手掛かりとした。



- 153 -

おしぼり配布手順指示書

国立職業リハビリテーションセンター ３階 職員配置図

H A A K

管理課長 課長補佐 指導役 訓練部長

N H S

K K K 課長 課長 課長

係長 係長 係長

I M I K I

F

S H

   　管　　理　　課  訓　練　部　　教務課

第一研究室第二研究室第三研究室 事務・物流

研　究　室 ２Ｆ

所長室 次長室
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訓練課題

ベッドメイク

様式１ 訓練課題シート

　　　　介護サービス
実施期間平成     年　　　月　　　日（　）から

平成     年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　Ｋ２・Ｋ５ 介護技能実習 課題名 　　　　　ベッドメイク・シーツ交換

　　　　　時間数（時限）
担当指導員  講師名 　　 　　　先生

　∇訓練内容

ベッドメイクの準備・身支度からシーツ交換、後片付けまでの一連の作業が
スムーズに出来るようにしましょう。
♪　 ベッドメイクに必要な物品の準備。
♪　 シーツ交換の基本的な手順の習得。
♪　 ベッドメイクの際に必要な配慮事項・注意点。
♪　 作業速度

　∇訓練目標

♪ シーツ・枕カバー・防水シーツ等、作業手順にあわせた準備が出来ること。

♪ シーツ交換の技法(三角折りなど）がきれいに出来るようにする。

♪ 身支度・衛生面の配慮が忘れないで出来ること。

♪ 二人で行う作業で、相手のペースに合わせられるまでの速度で出来ること。

　∇準備するもの

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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シーツ交換の手順

＊ ベッドの高さ調節

施設では一度にいくつものベッ

ドを交換するために、無理な姿勢

で行うと腰を痛めてしまうことに

なる。

出来るだけ作業しやすい高さに

手動式 電動式調節してから行うようにする。

ベッドは電動式と手動式のものがあり、操作が異なるので、どちらも覚えておく。

＊ 身支度・シーツ等の準備

感染防止･衛生管理の面から、ひとつの作業の前後に

、 。は必ず手洗い アルコール消毒の習慣をつけておくこと

シーツ交換の際にも防護用エプロンやマスクの着用を

心掛けるように指導する （施設では必ずしも着用して。

いないこともあるが、衛生意識を身につけさせるため

にはさせたほうが良いと思われる ）。

訓練生の中にはこのような準備に非常に手間取る場

合もあるが、後の作業に大きく影響することから、特

に自分の身支度は手早く出来るように繰り返し練習し

ておくことが必要である。

シーツ類の準備は、後の作業を考えて、順番どおり

にセッティングできるようにする。出来るだけ先を考

えた作業を意識させる。

＊ 連携動作

シーツ交換を一人で行う場合と二人で行う場合があ

るが、二人で行う場合、相手に合わせて作業するとか、

、 、相手の動きを見ながら 次に行う作業の準備をするなど

観察力や前後の関連性を把握することも必要になって

くる。なかなかすぐには出来ないことであるが、少し

でも意識させながら繰り返して行くことと、単独の作

業から流れの中で覚えられるようにしていくと前後の

作業の意味を理解さ

せやすくなる。
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＊ 衛生上の配慮

シーツ交換の際

に埃が舞うことを

考えて換気をする

とか、 ベッド上

のごみや食べもの

のくずなどが飛散

しないように古いシーツを包み込むようにはがして

いく、あるいはベッドブラシの使い方などなるべく

埃を立てないでもできるように意識した作業を指導

する。

＊ 作業速度の意識

ペアで作業する場合、相手との作業のリズムに合

せられるだけの速度を身につけておく必要がある。

必要なときに必要なポイントで作業する事が良い

リズムで出来ることに繋がるため、常に先の作業を

見据えた動きと、相手の様子を観察する力が必要に

なってくる。そうした感覚は、単独の訓練ではなか

なか身につけられないので、出来るだけ頻繁に、一

連の流れに沿った作業を繰り返し行う中から出来る

ようになっていく。

時間を意識させるために、一回の作業時間をストッ

プウォッチで計ってデータを取る方法を取った。

頭で考えないでも自然に次の行動が取れるように

かなり多くの時間を取って訓練した。

実際の現場に入ったとき、ベッドメイクの作業が

比較的多いと言う結果からこの作業はしっかりと訓

練しておく必要がある。

今回の訓練生にとってベッドメイクが出来るようになったことが、実習に出た際、大

きな自信にもなって、余裕を持って臨めたように思える。
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訓練課題

（洗髪・乾燥・口腔ケア等）清拭・整容

様式１ 訓練課題シート

　　　　介護サービス

実施期間平成　　　年　　　月　　　日（　）から
平成　　　年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　Ｋ３ 介護技能実習 課題名 　　　　　　　清拭・整容・口腔ケア

　　　　　時間数（時限）
担当指導員  講師名 　　 　　　先生

　∇訓練内容

顔や手の清拭方法、洗髪とドライヤーかけ、歯磨きや入れ歯の手入れなど、
の方法について学びます。
♪　 自分が普段どのようにしているかを確認し、正しい方法と比較します。
♪　 介助してもらう立場でどのようにされると気持ちよいかを体験します。
♪　 自分が気持ちよいと感じたように、介助して上げられるようにしましょう。

　∇訓練目標

♪ 自分がされて気持ちよいと思える介助の方法をしっかりと身につけます。

♪ 自分が普段行っている方法が正しいかどうか確認し、違っていたら

直して正しい方法で介助できるようにしましょう。
♪ 自分では使ったことのない入れ歯やシェーバーなどの扱い方を

学びます。
♪

　∇準備するもの

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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顔＜ 清 拭 ＞
おしぼりやタオルの扱い方が手早く出来るようにしっかりと練習する。タオルの端が

ひらひらして顔などにあたると不快になったり冷たく感じる。また、手早くしないとすぐ

におしぼりが冷めてしまう。

。 。拭いた面は新しい場所にこまめに変えるようにする 汚れた面で何度も拭く事は避ける

顔や身体を拭く際は身体の中心から

外に向かって拭くのが基本である。

顔を拭く際の方向

おしぼりのまとめ方や顔･手の

拭き方などは、自分の身体でも

練習できるし、訓練生同士、

家庭での家族をモデルに

してでも、出来ることで

あるのでよく練習をして、確実に出来るようにする。
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手＜ 清 拭 ＞
始めは手全体を包み込むようにして、しばらく温めて垢等をふやかす。その間マッサ

ージなどをしてほぐすとか、声かけをするなどリラックスさせたりコミュニケーションを

取ることや、体調などの観察をすることも大切で、有効に使う。

特に麻痺がある場合など、指の間や、しわの中に垢がたまり易いので、手を良く開いて

。 、 。丁寧にふき取る 拭く力の加減はそれぞれ感じ方も違うので 声かけをしながら確認する

どのような拭き方が一番さっぱりするのかを日頃から自分自身でも拭いてみて確認して

おくように指導する。

＜ 洗 髪 ・ドライヤー ＞
ベッド上での洗髪の方法を体験する。実際には自分で介護するケースは少ないとは思

われるが、人形を使うとか、お互いがモデルになってやってみる経験は必要かと考える。

実際の仕事としては右の写真のようなタオルドライやドライヤーを使っての乾燥は担当

できると思われるので繰り返し練習させておく必要はある。

その際の注意点や配慮事項、力加減等のポイント盛り込みながら繰り返し練習させる。
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訓練での整容←

→洗髪･乾燥実習

施設実習における←

入浴後のドライヤーかけ

＜ 口 腔 ケ ア ＞
、他の人の介助をするためには

まず自分のことがきちんと出

、来ている事が前提となるので

それぞれの歯の磨き方が正し

く出来ているかを確認させる

ために、歯垢チェック液で染

めた後普段どおりの磨き方で

やってみてどれくらい磨き残しがある

かを調べる。その後、正しい歯の磨き

方を指導し、今度はお互いにモデルに

なって他の人の歯を磨かせる。自分の

やり方でよいかどうか声かけをして確

認しながら行うようにする。
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＜髭剃り・爪きり＞
カミソリは危険を伴うが、電気かみ

そりであれば、ある程度慣れればそれ

ほど危険もなく介助できる仕事である

ので、訓練しておくことも必要である。

電気かみそりの機種は様々で扱い方

やメンテナンスの方法などそれぞれ異

なることから、出来るだけ多くの機種

を使ってみて、例え全てが出来なくて

もいろいろなものがあるということだ

けでも分からせるようにする。

注意点は、直接肌に触れるものであるし、場合によっては傷ついて出血することもあ

るため、血液感染の病気を移す恐れもあるということをしっかりと指導しておく必要があ

る。その為に使用後の掃除や消毒、又、使用は個人個人の 持ち物で行い、他の人には使

用しないという注意をしっかりとしておくことが大切である。

また、若い肌とお年よりではしわの深さやひげの質、肌の強さなどがかなり異なること

と、ひげの長さが長くなった場合、電気かみそりの使い方が異なることなど、様々な状況

の変化が予想されるため、なかなかこの方法で、と指導しにくい。特に若い女性の場合、

自分で使う事は無いし、男性でも自分自身の場合

と人のひげを剃ることでは大きく違ってくる。そ

うした判断が出来るまでにはかなりの回数を経験

しなければなないが、実際にはなかなか難しい。

男性指導員あるいは協力してくれる職員をモデ

ルにする等の方法や、さらに少しでも多く経験さ

せるために家族の協力を求めるのもひとつの方法

である。

爪きりは髭剃りに比べるとやや危険を伴うため、指導には注意が必要である。実習にお

いてもいきなりやらせることは避けた方が良い。

人によって爪の形状もそれぞれ違うため、切る長さの加減が出来るくらいまでの練習を

しておく必要がある。特に深爪や指の肉を切ってしまうことの無いように指導する事が大

切である。また、髭剃りと同じく使った際はよく消毒する事を確実に指導しておく。
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訓練課題

(簡易トイレ・おむつ交換）排泄介助

様式１ 訓練課題シート
前期　訓　練

　　　　介護サービス

実施期間平成     年　　　月　　　日（　）から
平成     年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　K5  介護技能実習 課題名 　　　　　　　排　泄　介　助

　　　　　時間数（時限）
担当指導員  講師名 　　 　　　先生

　∇訓練内容

簡易トイレへの誘導、便器の処理。おむつ交換に必要な物品の準備
排泄介助の流れを知り、補助作業として自分の役割を学びます。
♪　 身支度、準備の方法と必要物品の知識。
♪　 衛生面の意識と処理方法
♪　 作業の役割と技能
♪　 介助する上での配慮事項

　∇訓練目標

♪ 排泄のメカニズムを理解しましょう。

医学面・病気の関係で学んだことを思い出しながら排泄について理解する。

♪ 排泄介助に必要な物品について名称や役割･扱い方を覚えましょう。

♪ 特に衛生に関しては注意をし、扱い方や処理方法を覚えましょう。

♪ 介助される側の気持ちを理解し、どのようにすれば気持ちよく

排泄を済ませることが出来るか考えましょう。

　∇準備するもの

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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＜ 簡易トイレ誘導･介助 ＞

医学の基礎知識の中で勉強した内容、食事から

排泄までの流れを再度確認・復習しながら、人にと

って排便･排尿がどういう役割をしているのか、もし

排泄が出来ない場合とか、そこから起こる病気につ

いてどのような状態になるかを指導する。

排泄行為が人にとって大切なことであると言う意

識をしっかりと植え付ける。

特に汚物の処理方法など、衛生面の注意点につい

てや、便器の掃除方法等についてしっかりと覚えさせることが大切である。

排泄する姿を他人に見られることの羞恥心や、プライバシー保護についての意識をもた

せ、声のかけ方、対応のしかたなど、配慮すべき点を考えさせながら、進めていく。

トイレ誘導の場合、ベッド→簡易トイレ、あるいはベッド→車椅子→トイレ等の体位

変換・移動介助の技能、また、衣服の着脱の技能が必要になってくるため、あらかじめそ

れぞれの技能については訓練を繰り返しておき、その総合練習としての実習訓練を行う。

＜おむつ交換＞

実際の現場において、知的障

害者が単独でおむつ交換をする

、場面はほとんどないと思われるが

実習の中ではおむつ交換の補助

的作業を任されるケースは多か

った。

、オムツ交換に必要な物品の準備

必要なものを揃える事や、自分

達の役割は何かを考えた行動が

取れるようにする

＊ 紙おむつについての知識

いろいろなタイプのオムツが

あり、それぞれ装着の方法が違う。また吸収力がどの程度あるかも実験しながら理解させ

る。布オムツと比較しながら状態を観察することも必要である。
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便の処理、ふき取りが実習としてただふき取る

、 、真似だけでは なかなか理解できていないことから

視覚的にも触覚的にも実感できる方法として、便の

代用に「 を使用した。インスタント味噌汁」

、 、ふき取るときの力加減や ふき取り布の交換時期

ふき取る方向性など、仮想上では実感できない事

柄が体験できるので非常に有効であった。

＊ 施設職員との連携作業

排泄を他人に任せるということはいくら歳を取っていても恥ずかしいと言う思いは持っ

ているので、出来るだけ短時間の内に済ませることが大切である。その為に一緒に作業す

る職員との連携をスムーズに出来ることが必要になってくる。指示されてすることはもち

ろん、指示される前にでも適切な行動が取れるように練習する。

声かけは、この場合は必要以上にしないほうが良いが、どの程度必要なのか、どの場面

で必要なのかと言った判断がなかなか難しいことなので、いくつかのパターンを示しなが

ら徐々に慣らしていく。
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訓練課題

レクリエーション

様式１ 訓練課題シート

　　　　介護サービス
実施期間平成　　　年　　　月　　　日（　）から

平成　　　年　　　月　　　日（　）まで 氏　名

項目種別　　コミュニケーション技法 課題名 　　　　　　　レクリエーション

　　　　　時間数（時限） 　　造形・絵画・書道・縫製・園芸・紙漉き・ゲーム・音楽他

担当指導員  講師名 　　 　　　先生

　∇訓練内容

デイサービスや特養におけるレクリエーションやクラブ活動における介助を想定
し、余暇活動の一環としても様々な体験を通してお年寄りとのコミュニケーションを
図れるようにしましょう。
♪　 お年寄りが興味を持つ内容は何かを考えましょう。
♪　 いろいろな活動の経験から話題を広げましょう。
♪　 ものつくりの楽しさを知って、お年寄りにも伝えましょう。

　∇訓練目標

♪ それぞれの活動に必要なもののどのようなものがあるかを知っておく。

♪ 自分が楽しかったこと、出来たことを他の人に教えられるように

よく覚えましょう。
♪ ものつくりの、それぞれの材料・道具にどんなものがあり、どのような

工程を経てつくられるのかを良く覚えましょう。
♪

　∇準備するもの

　∇訓練後の感想

∇指導員の感想・評価

国立職業リハビリテーションセンター
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＜ 模擬レクリエーション ＞

年間の大きなイベントとしてデイサービスのレクリエーションの企画を３回ほど実施

した。他の職員をお年寄り役として招待し、体操やゲーム等を行いその企画から進行、物

品制作まで、それぞれが役割分担を決め、相談しながら実行させた。

ペットボトルボーリングゲーム(第二回)

←足けりダーツ （第三回）修了発表レク

↓

後ろ投げ玉入れ↑

→謝恩茶話会
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― 介護技能訓練・訪問介護員講習等の合間に、レクリエーション活動に役立つ項目とし

て、また、お年寄りとコミュニケーションを取る為の話題作り、教養･経験の幅を広げる

意味を込めて、様々な余暇課題を行ってきた。

これまで経験させられて来なかったこと、きちんとした教育・指導が されていなかっ

た事柄などを経験させておくことが、老人施設においての余暇活動やお年寄りとの会話の

中に必ず生きてくるものである。

その為に出来る限り時間を見ていろいろなことを取り入れて行くことは、介護技能とは

直接は関係のないことのように見えるが、必ず良い結果として結びついてくる。

“生き物を育てる、世話をする”と言う行為は介護に必要な優しさや思いやり等の情緒面

を育てることにつながり “ものづくり ”は、集中力や指の運動から脳の活性化、想像、

力(創造力）観察力 の育成などに繋がる効果が期待できる。１年間と言うわずかな期間に

どれほどの効果が期待できるかは定かではないが、少なくともこれまで経験してこなかっ

たことを経験できた楽しさや心の余裕には影響を与えることが出来ると考える。―

＜造形 ・絵画･書道＞

粘土による立体造形演習 塗り絵

好きな果物をモデルにする 季節ごとに絵を変えて実施

絵画 書道

花をモチーフにした絵を描く 季節に応じた題材を選択する
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＜縫製･手芸＞

袋物製作 折り紙

実習中の携帯品入れとして製作 指先の巧緻性訓練としても良い

レクゲーム用お手玉 なべ敷き

牛乳パックによる紙漉き

紙漉き用道具一式 押し花入りはがき

＜音 楽＞

童謡・唱歌･演歌など、年代の若い人達には馴染みのない曲も多いため、日頃から耳に

入れておくように、休憩時間や昼休みなどに流しておくとか 、訓練の合間に一緒に歌う

時間を設けるなどして、少しでも馴染むような機会を多くする。
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＜園 芸＞

お年寄りとの会話の中で、季節感や天候の話と共に花や木に関する話題が多くなってく

るが、訓練生の中には花や樹木に関して全く興味を持たない、あるいは育てるとか世話を

した経験が全くないために、桜や梅など極一般的な花すら知らないと言うものも居た。

そうした者に少しでも興味を持たせる、花の名前のひとつでも覚えられるようにという

思いから、朝のショートスピーチや絵画の時間などに草花の観察の要素を盛り込んだり、

園芸の時間に花の種や球根から育てる取り組みをさせてみた。

自分達で植えた種が日を追って成長する様子を観察させることで世話をすることの大切

さを学ぶことが出来る。実際自分達で育てた野菜を収穫して調理実習に使ったり、朝顔の

花がいつ咲くかと心待ちにしているなど実感として植物と触れ合うことを体験できた。

最近精神障害や痴呆防止の治療に園芸療法、音楽療法、アニマルテラピー等を取り入れ

る試みがされているが、そうした要素についても可能な限り取り入れてみるの事も良いの

ではないかと考える。

３種類の朝顔の苗を訓練生そ

れぞれに与え、世話をさせてど

れが一番成長が良いかを競わせ

てみた。

はつか大根の種を蒔くところ

から初めて、芽が出てくる様子

や間引きの必要性などを学びな

がら、最後には自分達で調理を

して味わった。
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訓練課題

修 了 試 験

＜実技試験問題 例＞

  平成  年   月   日（    )

＜試験内容＞

①ベッドメイク

食堂で身支度を済ませ、必要品をそろえてワゴンで運んできて下さい。

ベッドメイクをして下さい　（窓側）。

終わったら、食堂に行ってエプロン・マスクを外して下さい。

②車イス操作

スロープをのぼり、台の上で１回転して後ろ向きで段を下りてください。

ベッドまでお連れして下さい。

③移乗

利用者さんを車イスからベッドに移乗して下さい。

仰臥位にして掛け布団をかけ、車イスをベッドの足元に片付けて下さい。

　　→ここまで全部終わったら、「終わりました」と言って下さい。

テーブル

　ベッド 下りたところで １回転する
１回転する ■

利用者
　● ■ ← ← ↓ ← ← ←↓ ←← ←
↑ → ↑ → ↑

スロープ
↑
車イスはここに
たたんで片付ける 指導員室

訪問介護員３級　実技試験

ベ
ラ
ン
ダ

リ
ネ
ン
類

エ
プ
ロ
ン
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＜採点表 例＞

訪問介護員３級の認定基準に到達しているかどうか、訓練及び実習を通じてどの程度身

につけることが出来ているか、最後に確認する意味と、試験があるという緊張感で覚えよ

うという意欲を喚起する意味から試験を実施した。

試験をするということで、試験の前からどのような内容が出るか不安でいっぱいになり

かなりのプレッシャーがあったようで、指導側の意図が効きすぎるくらいであったため、

不安を解消する意味で実技に関しても学科に関しても練習期間を取ってあらかじめ大筋の

内容で予習をさせた。これまで訓練で学んだことの総復習も兼ねて行ったが、極度に緊張

すると今まで出来ていたことも全く出来なくなってしまうなどの状態になることから、徐

々に慣れさせていくことで本来身につけた力が出せるようになってきた。

試験当日もかなり緊張はあったものの、割合落ち着いて出来たようである。個々の差は

あるものの概ね目標としていたレベルには何とか到達することが出来た。

○採点方法

採点は下記のチェックリストを用いた。１項目を５点とし、２０項目×５点＝１００点から問題あり

と判断した(ex.換気を忘れる等）項目の得点を引いていく減点方式とした。

なお、合格点は６０点以上とし、制限時間は３０分とした。(被験者には告げていない）

区分 問題点 特記事項(主な減点対象）

準備 身支度（手洗い含む） 有 ・無 忘れる､時間がかかる

必要物品の用意 有 ・無 全部揃えられない

環境整備（換気､ベッド調節） 有 ・無 忘れる

手順 ベッドメイク 有 ・無 手順を間違える、シワが残る

ベッドメイク後の身支度 有 ・無 忘れる､時間がかかる

車イス操作 有 ・無 スロープ・段の昇降時ガタンとさせる

移乗 有 ・無 ベッドと車イスが遠い、姿勢が悪い

後片付け 有 ・無 忘れる

技能 手順の理解 有 ・無 手順を間違える

巧緻性 有 ・無 ぎこちない

安定性 有 ・無 ムラがある、確実さがない

スピード 有 ・無 遅い、テンポが悪い

相手との協調 有 ・無 相手を見ない、声をかけない

見極め 有 ・無 微調整が長い、長いことこだわる

次の作業への取り掛かり 有 ・無 切り替えが遅い

観察 有 ・無 対象を見ていない、見ても対処しない

姿勢 有 ・無 腰に負担がかかる､バランスがとれない

配慮 声かけ 有 ・無 声が小さい､内容が不適切

安全 有 ・無 利用者を支えない

衛生 有 ・無 リネン類が床につく
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試験内容説明 身支度

リネン類準備 換 気

シーツ交換 ベッドメイク 三角折り

車椅子移動 声かけ 段差越え 回転



- 173 -

ベッドへの移乗 体位変換 座位から横臥位

体位変換 寝具調整

終了の声かけ 車椅子片付け

試験終了挨拶
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（例）訪問介護員３級 学科試験問題
ほ う も ん か い ご い ん き ゅ う が っ か し け ん も ん だ い

平成 年 月 日

受験者氏名 点／１２０
じゅけんしゃし め い てん

【注意事項】
ち ゅ う い じ こ う

問題を呼んで（ ）の中に正しいと思うものには○、
もんだい よ なか ただ おも

間違っていると思うものには×をつけなさい。どちらもかか
まち が おも

れてない場合は×としますので出来るだけ書き込んでくださ
ばあ い で き か こ

い

ＭＰＣ［福祉の制度とサービス］ ｃ
ふくし せ い ど

高齢者 （ ）1. 一般的に とは、６５歳以上を言う。
いっぱんてき こうれいしゃ さいいじょう い

（ ）2. これからの日本はますますお年寄りが増えて子供の数が減ってくる
にほ ん と し よ ふ こ ど も かず へ

関係なく （ ）3. 介護保険は年齢に サービスを受ける事が出来る制度である。
かい ご ほ け ん ねんれい かんけい う こと で き せ い ど

介護保険では、デイサービスやショートステイなどの施設での4.
か い ご ほ け ん し せ つ

（ ）サービスは受けられない。
う

（ ）5. デイサービスとは、施設に長期間入って受けられるサービスである。
しせ つ ちょうきかんはい う

［障害者福祉の制度とサービス］
しょうがいしゃふ く し せ い ど

（ ）6. ペースメーカーを使用している人は心臓に障 害のある人である。
しよ う ひと しんぞう しょうがい ひと

電車の中や人のたくさん集まる場所で携帯電話を使用すると、7.
でんしゃ なか ひと あつ ば し ょ けいたいで ん わ し よ う

（ ）ペースメーカーが狂って生命に危険な事がある。
くる せいめい き け ん こと

バリアフリーとは、主に階段・段差を無くしたり、スロープをつけたり、8.
おも かいだん だ ん さ な

（ ）トイレを広くしたりして動きやすくしてあげること。
ひろ うご

［サービス提 供の基本視点］
ていきょう き ほ ん し て ん

クオリティ オブ ライフ(Ｑ・Ｏ・Ｌ)とは、お年寄りや障害者に9.
と し よ しょうがいしゃ

生活の質 （ ）より良い を提 供しようとする福祉の基本的な考え方である。
よ せいかつ しつ ていきょう ふ く し き ほ んてき かんが かた

すべて （ ）10. 介護者がお年寄りのお世話を してあげることが良い介護である。
かい ごしゃ と し よ せ わ よ か い ご
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お年寄りと親しくなるために 「 「 」11. 、 」おじいちゃん！ おばあちゃん！
としよ した

（ ）と声かけをしてあげた。
こえ

お年寄りは自分では何も決められないから、介護者がすべて12.
と し よ じ ぶ ん なに き か い ごしゃ

（ ）決めてあげなければいけない。
き

買い物で 牛 乳を買って来るように頼まれた。行く前に、もし雪 印が13. 雪 印
か い も の ゆきじるしぎゅうにゅう か く たの い まえ ゆきじるし

（ ）無かったら農 協牛 乳でも良いかどうか確かめた。
な のうきょうぎゅうにゅう よ たし

在宅介護に行って、今日は食事介助の仕事だったが、14.
ざいたくか い ご い き ょ う しょくじかいじょ し ご と

年寄りに言わないで （ ）冷蔵庫に賞味期限切れのものがあったのでお 捨てた。
れいぞうこ しょうみき げ ん ぎ と し よ い す

［医学の基礎知識］
いがく き そ ち し き

とは、自分の名前や家族のこと、今食べたものも分からなく15. 痴呆
ちほう じ ぶ ん な ま え か ぞ く いま た わ

（ ）なったりするお年寄りの病気である。
とし よ びょうき

（ ）16. 徘徊とは レクレーションで外に散歩に出ることである、 。
はいかい そと さ ん ぽ で

（ ）17. 脳梗塞とは 心臓が止まって脳に血液が行かなくなる病気である、 。
のうこうそく しんぞう と のう けつえき い びょうき

は、ゲームや運動、趣味の活動などを楽しく行って18. レクレーション
うんどう し ゅ み かつどう たの おこな

（ ）痴呆の予防をする大切な があるリハビリの役割 。
ちほ う よ ぼ う たいせつ やくわり

お年寄りは と言って、身体の骨が弱くなる病気のため19. 骨粗鬆症
としよ こつそしょうしょう い か ら だ ほね よわ びょうき

（ ）骨折しやすい人が居るので、介護するときにも注意が必要である。
こっせつ ひと い か い ご ちゅうい ひつよう

お年寄りの骨折は、足の付け根（大腿骨頸部骨折）や腰（脊椎圧迫骨折）20.
と し よ こっせつ あし つ け ね だいたいこつけ い ぶこっせつ こし せきついあっぱくこっせつ

（ ）に多い。ちょっと転んだくらいで折れる事もある。
おお ころ お こと

心臓は血液を身体全部に送るポンプの役割をしていて21.
しんぞう けつえき か ら だ ぜ ん ぶ おく やくわり

（ ）通 常は規則正しく動いている。
つうじょう きそくただ うご

（ ）22. 脈を計るのは 肺の動きが正 常かどうかを知るために行う、 。
みゃく はか はい うご せいじょう し おこな

お年寄りが、風邪を引くと死亡することもあるので、23.
と し よ か ぜ ひ し ぼ う

（ ）特に冬は風邪を移さないように注意する必要がある。
とく ふゆ か ぜ うつ ちゅうい ひつよう

お年寄りに、せきやタンが多く微熱があるときは 、肺炎か肺結核の24.
と し よ おお び ね つ はいえん はいけっかく

（ ）疑いがあるので 早く看護婦さんやお医者さんに報告する必要がある、 。
うたが はや か ん ご ふ い し ゃ ほうこく ひつよう
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心不全・狭 心 症・心筋梗塞は心臓の病気で、急に苦しんだり倒れるなど、25.
しんふぜん きょうしんしょう しんきんこうそく しんぞう びょうき きゅう くる たお

（ ）命の危険性が高い病気である。
いのち き け んせい たか びょうき

（ごえん）とは、食べたり飲んだりしたものが間違って食 道ではなく26. 誤嚥
た の ま ち が しょくどう

（ ）気管支にはいってしまい呼吸が出来なくなったりむせることを言う。
き か ん し こきゅう で き い

何日も便が出ない（便秘）が続くと、 になる恐れがあるので27. 腸閉塞
なんにち べん で べ ん ぴ つづ ちょうへいそく おそ

（ ）毎日規則正しく排便するよう心がける必要がある。
まいにちきそくただ はいべん こころ ひつよう

身体がむくんでいたり、尿の色が変わったりすると、肝臓や腎臓の28.
か ら だ にょう いろ か かんぞう じんぞう

（ ）病気の恐れがあるので お年寄りの身体や尿・便の状 態をよく観察する、 。
びょうき おそ と し よ か ら だ にょう べん じょうたい かんさつ

毎日介護をしながら、お年寄りの様子をよく観察していつもと違うことが29.
まいにちか い ご と し よ よ う す かんさつ ちが

（ ）あったら早めに看護婦さんや他の職 員に報告する必要がある。
はや か ん ご ふ た しょくいん ほうこく ひつよう

お年寄りに何か異常があった時は、自分で判断するのでは無く、30.
と し よ なに いじょう とき じ ぶ ん はんだん な

（ ）必ず 近くの職 員さんや看護婦さんに正しく 起こったことを伝える、 、 。
かなら ちか しょくいん か ん ご ふ ただ お つた

［介護概論］
かいごがいろん

ＭＰＣｃ

（ ）31. 部屋の掃除 洗濯 食事の支度などの仕事は 身体介護である、 、 、 。
へ や そ う じ せんたく しょくじ し た く し ご と しんたいか い ご

いつも訪問しているお宅なので大丈夫だと思い、いきなり玄関を開けて32.
ほうもん たく だいじょうぶ おも げんかん あ

（ ）大きな声で元気よくご挨拶した。
おお こえ げ ん き あいさつ

（ ）33. 痴呆のお年寄りは 話しかけても意味が分からないので声かけは必要ない、 。
ちほう と し よ はな い み わ こえ ひつよう

お年寄りとコミュニケーションを取るときには、34.
と し よ と

（ ）お年寄りも安心だし、楽に話が出きるので立ったままの方がよい。
としよ あんしん らく はなし で た ほう

お年寄りになると、暑いとか寒い、痛いなどの感覚がにぶってくるので35.
と し よ あつ さむ いた かんかく

（ ）知らない間にけがや骨折をしていることがあるので注意する必要がある。
し あいだ こっせつ ちゅうい ひつよう

お年寄りは水分が不足しやすく、不足すると脱水状 態になり血液の流れも悪くなる36.
と し よ すいぶん ふ そ く ふ そ く だっすいじょうたい けつえき なが わる

（ ）など 身体に悪いことが多いので 水分補給を充 分するよう心がける、 、 。
から だ わる おお すいぶんほきゅう じゅうぶん こころ

ヘルパーはたとえお年寄りの言うことが間違っていると思っても、自分の考えを37.
と し よ い ま ち が おも じ ぶ ん かんが

生活観 （ ）押しつけるような態度をとってはいけない。相手の を大切にする。
お た い ど あ い て せいかつかん たいせつ
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［介護実技］
かいご じ つ ぎ

― 食事介助 ―
しょくじかいじょ

への食事介助は、食事の内容や見た目、配置などを38. 視覚障害者
しかくしょうがいしゃ しょくじかいじょ しょくじ ないよう み め は い ち

（ ）出来るだけ正確に伝える必要がある。
で き せいかく つた ひつよう

スプーンで口に食べ物を入れる場合に、飲み込みやすいように、出来るだけ39.
くち た も の い ば あ い の こ で き

（ ）少ない量にする方がお年寄りにも食べやすい。
すく りょう ほう と し よ た

（ ）40. 介助者は基本的にはお年寄りのマヒのある側に立つか座って介助する。
かいじょしゃ き ほ んてき と し よ がわ た すわ かいじょ

お年寄りが食べものを飲み込んだかどうかをよく見て、タイミングを41.
と し よ た の こ み

観察 （ ）合わせながら口に運んであげる。のどの動きなどの が大切である。
あ くち はこ うご かんさつ たいせつ

なお年寄りには、飲み物や汁ものなどに を加えて42. 嚥下困難 とろみ剤
えんげこんなん と し よ の も の しる ざい くわ

誤嚥 （ ）飲み込みやすくしてあげないと が起こりやすく危険である。
の こ ご えん お き け ん

［介護実技］
かいご じ つ ぎ

― 清拭・入 浴介助 ―
せいしき にゅうよくかいじょ

清拭は、お年寄りの身体を清潔にするだけでなく、43.
せいしき と し よ か ら だ せいけつ

（ ）マッサージの効果もある。
こう か

お年寄りが風邪気味で何日もお風呂に入れないので足浴だけでもしてあげて、44.
と し よ か ぜ ぎ み なんにち ふ ろ はい そくよく

（ ）身体を暖め さっぱりした気分にしてあげた、 。
から だ あたた き ぶ ん

全身清拭をしているときに、背中に赤くはれているところがあったが、45.
ぜんしんせいしき せ な か あか

（ ）あまり気にならなかったのでそのまま拭いて、服を着せた。
き ふ ふく き

清拭をするときには、お年寄りの身体を観察する良い機会なので46.
せいしき と し よ か ら だ かんさつ よ き か い

（ ）褥そうや皮膚病などが無いかどうかをよく調べることが大切。
じょく ひふびょう な しら たいせつ

清拭用のタオルやおしぼりのすそがペタペタ肌にあたるような拭き方は47.
せいしきよう はだ ふ かた

（ ）とても気持ちよいのでどんどんやった方がよい。
き も ほう

お年寄りにとってはゆっくりとしたペースがよいので、48.
と し よ

（ ）清拭の時もゆっくり丁寧に時間をかけてやるように心がける。
せいしき とき ていねい じ か ん こころ

ＭＰＣｃ
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